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ほ
間
接
^

農
民
が
納
め
て
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
な
ら
藩
士
の
利
益
で
、
農
民
の
樹
«

e

い
ふ
事 

k

な
る
！！
で
あ
る
が
、
多
年

‘
の
習
憤
上
、
藩
士
は
自
カ
で
预
納
し
た
ど
|1
1

心
ひ
込.

み
、.

農
民
は
一
種
の
租
稅
1

^ 1

米 

• 

.

_
-

で
あ
るV」

斷
め
て
居
つ
た
も
の
か
ど
m

心
ふ
の
，で

あ

る

。
尤
も

.

ソ
壹
步
つ
、
納
め
た
與
內
米
制
度
が
、
明
治
維
新 

ま
で
續S

た
が
ざ
う
か
ば
疑
間
の
1

0

で
あ
る
。
尙
ほ『

竹
內
年
中
行
事』

中
に
て
注
意
す
べ
き
は
、
籾
代
米
贰
斗
七 

升
で
あ
る

0

之
は
所
謂
備
荒
貯
蓄
米
の
事
か

v
j

思
は
れ
る
。
因
に
迎
內
藩
で
壹
千
瓦
石
^

い
へ
ば
、
表
面

S

書
付
は 

谅
«

時
代
を
の
ま
、
^

四
斗
入
壹
千
百
俵
取
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、

»
«は
玄
米
が
京
桝
で
四
斗
、
寬
文
改
IH

桝
で 

量
れ
ば
四
斗
八
升
入
で
あ
る
替
だ
が
、
實
際
に
量
つ.

て
見
る
匕
、
寬
文
改
疋
桝
で
五
斗
壹
成
升
位
も
入
つ
て
思
つ
た 

3

う
だ
。
で
或
人
は
、.

莊
內
藩
の
玄
米
壹
俵
は
白
米
に
し
て
も
寬
文
改
正
桝
で
五
斗
に
滿
つ
る
分
量
が
あ
つ
た
ビ
、
 

云
つ
て
居
る
。

'
此
の
祿
高
の「

ニ
十
分
ノ一

し
つ
ゝ
天
引
で
納
め
積
み
置
い
た
與
內
米
は
、
如
.何
な
る
場
合
^
下
戾
3
れ
た
か
ビ
云 

ふ
に
、先
0
第
'
、̂江
：戶
の
上
6
下
办
の
際
で
あ
り
て
、
其
の
贤
用
の
'不
足
を
補
つ
た
0
此
時
は
興
內
米
^
は
云
は

笫
二
十
芄
卷.

C
I

五
三
五)

.

莊
內
藩
の
與
内
制
度
に
就
い
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-
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號

一

ニ
四

.

-
■
■
ぜ
に
よ
な
え.''

;

,

.

■

 V

,
"- 

.

な
い
で
、
錢
與
內
乏
稱
す
る
事
が
あ
つ
た

.

0

此.

事
は
堀
乘
雄
の『

承
露
盤』

^

委
し
い
か
6
4

ど
に
す
る.
？
.
'. 

v
:
h 

 ̂

 ̂'.
V

.

季
雜(

堀)
問
、
何
與
內
S

ハ
何
之
事
二
候
哉
り 

-

.. 

.

.
 

.

^

た'
へ

. 

0
0

蝶

騎

那

备

此

名

今

稱
ru

る
ゆ
へ
明
な
ら
す
。
與
內
御
役
人
>
£;

尋
候
所
、
返
事
左
之
如
し
。
'
 

.

.

御
紙
上
拜
見
仕
候
、
與
內
定
帳

>
1

錢
與
內
ど
I

多
御
座
候)

銭

ニ

而

相

濃

間
、
' 

哉
之
旨
被
仰 

下
承
知
仕
候
。
被
仰
下
候
通
、
錢

-
1
而
相
渡
：候
間
、|

與
内
匕
唱
候
檄
承
知
壮
居
巾
外
ニ
、
譯
御
座
候
儀
は
承
知 

不
仕
候
。
尤
、
木
錢
ど
は
違
I

哉

之

旨

も

被

仰

下

雙

曼
'

未
錢
ど
ば
違
候
« '

承
知
仕
5

候
。
右
御
答
*
 

上
度
如
斯
御
座
候
。
以
上
？
： 

^
 

- 

■ 

' 
-
.
.

六
t
 

... 

’ 
—  

-

靑
木
孫
右
衛
門 

雄
§

按
靑
木
か
答
5

塗
也
。
S

S

I

:

も
、
錢
二
而
渡
れ
共
へ

1 0
1

:

5

云
ば
す
。
造
は
米
ニ
而
渡
す
ベ 

り

續

を
H i

の

相

揚

て

錢

if

直
こ
"
夫
V
J

渡
故
、
此
觉
書
s

k

も
"

| |
0

&

0̂
11
0

0̂

し
有
之

'

| §
0

鄭
^
|:

^ 0 

直
段
ど
は
な
仏

0 °
!

|
丨
く
定
書
の
ヶ
條
1

遠
國
近
國
共
御
用
ニ
而
罷
越
候
者
共
，
ぜ
地
逗
留
中
ば
、，
御
知
行
高 

人

數

之

通

、
贊

內

、

「

役

馬

飼

料

共

裔

斷

暮

、

江

戶

，一
は
！

^

i

s

有

て

、
米

相

場? :
£

し
、

ニ
升
上

之
定
法
ー
一
而
渡
せ
ど
も
、
他

國

，

£:

御
用
^

て
相
越
候
逗
留
中
之
米
價
を
吟
哚
じ
て.

渡
す
へ
さ
樣
も
な
け
れ
は
、
錢 

渡
ビ
け
f

o?

上
七
十
六
文
、
下
四
十
六
文
つ
、•
、
時
S

當

拘

ら

す

渡

す
I

べ
し
。
兵

&

|

>

云
ふ 

は
米
我
內
ニ
對
し
て
の
名
ー
ー
て
、
江
戶
與
內
は
、
米
ニ
而
渡
す
か
本
道
な
れ
ビ
も
、
受
取
渡
の
働
利
二
取
之
、
 

錢
ニ
直
-

、
金
二
直
し
て
渡
す
迄
な
れ
ば.

、
が

|

^

ざ
稱
ぺ
ん
か
疋
名
な
る
べ
し
ぷ
產
|

之
'|
'
5
* 
,

i

r

i

i

i

l

l

i

l

p

l

i

l

i

i

i

^

e
i

l

l
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g

s
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i

i
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l
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: 

一
一
：
一
一

-
:
ニ
ー
：

一
一

V

あ
る
。
即
ち
江.
戶
與
內
米
も
本
來
は
米
で
渡
，じ
て
米
與
內
ど
稱
べ.

る
の
が
正
名
で
あ
る
が
、.

種
々
の
關
係
上
、っ
錢 

で
渡
^

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
も
あ
つ
た
の
で
、
便
宜
上
、
錢
，與
內
y
e
稱
へ
て.

も
居
た
の
で
あ
る
'ビ
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。
 

然
ば
實
際
に
與
两
米
を
下
炅
す
時
の
方
法
は
如
何
で
あ
ク
た
が
ど
云
ふ
^ '

、
之
も『

承
露
盤』

に
據
れ
d :
、

江
戶
與
內
之
定

但
金
瓷
兩」

1

ば
来
五
斗
迄
の
御
扶
持
米
御
買
上
相
場
直
段
ラ
は
贰
升
上
、
定
，之
通
可
相
渡
候
ぐ
若
相
場
高
直」

一
.

而 

贰
升
增
を
掛
四
斗
八
升
之
內
k

入
候
は
、
其
分
增
を
相
止
•

四
斗
八
升
の
直
段
-1

而
可
相
渡
候
。
且
又
右
相
場
直 

段
四
斗
八
升
^

^

^

入
、
，1大
分
高
段
“1：

候
は
、
勿
論
其
節
之
御
抶
持
米
御
買
上
の
直
段
之
通1【

仕
、.
無
增
ニ
可
相

襲

。

.
右
但
書
之
贰
升
上
割
之
儀
、
享
保
ー
：1
年
酉
班
月
相
改
、
米
直
段
四
斗
八
升
之
內
へ
入
候
共
，
ニ
升
上
リ
ニ
自
今 

:.
可
栩
渡
候_

逐
相
談
相
定
候
。
：:
:.
'
へ
\ 

:

へ
 

1

木

綿

大

之

月
.
衰
尺
ニ
は
錢
百
五
十
三
文
，”

.-

1

役
馬
飼
料 

査
疋
分
ブ
H
 

二
錢
百
五
十
三
文
ぐ 

/

右
之
積
を
以
自
今
以
後
每
月
相
渡
へ
シ
°

勿
論
在
江
戶
定
"
江
戶
之
面
々
、
役
馬
求
不
申
候
內
ハ
、
£

1 0
1
:

相
渡 

申
間
敷
候
。
役
馬
相
立
候
は
同
糠
吟
味
致
、•
馬
與
內
相
渡
可
申
候
/
:

:

,

,

，被
に
注
意
す
ベ
癸
は
役
馬
の
飼
料
も
、
：馬
與
內
ゼ
稱
へ
て
居
つ
た
濟
が
右
の
資
料
で
判
明
し
た
。 

m

中
旅
籠
：駄

賃

#
錢

與

內
之
定

.

笫
ニ
_
十
3$

卷

(

1

五
三
七〕

卵
內
讅
の
與
內
制
度
に
就
い
て
.'
笕

十

鱗

ー

こ

五
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1
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鐘

3

:

ノ 

.

'
右
は
御
知
行
高
人
數
定
候
通
可
相
渡
::
：
0但
江
戶
；
庄
內
b
上
下
之
日
數
前
'々
汐
相
定
候
通.
可
相
渡
候
。

附
江
月
'/
注
^
^
の
上
下
^

十
月
ぶ
ニ
^
迄
は
フ
十
ニ
日
分
、
三
月
^
九
月
迄V

+•
日
分
、
其
外
の

*'

t
p

V:
ふ

、:
日
數
次
第
可
相
渡
候
：

)

'
';
'
ソ
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂ ̂

-

バ
，..マ.
.
'
' ン 

(

中
略)

*:,
.
 

:.

1

_

員
5

日」

ー
、
上
®
人
前
、」

錢
七
拾
六
文
0
下
*
人
前
、
四
拾
六
文
ッ
、
。
御
知
行
高
人
數
之
通
可
相
渡
事
。

J

M
都

、
大
坂
其
外
遠
國
f
fi國
f2_

供
仕
候
者,

'
其
地
御
返
留
中
ペ
、
何
方
ニ
て
も.

!
^
可
相
渡
。
竭
同
科
は 

1

悬

$

ニ
#
錢
瓦
五
十
三
文..
ッ
：、
可
相
渡
事
。：

〔

$
略
：} 

'
へ
：，

(

中
略)

1

於
江
戶
新
知
被.
下
置
候
は
其S

:/'

御
知
行
高
定
之
通
、'.
!;
！:
可
相
渡
勿
論
、「

其
年
之
#
、
物
成
を
以.

l
ft
o
如
一 

倍
出
可
*
事
。
，,.
.

1

於
江
戶
御
加
增
被
下
置
候
者
も
、.
其
日
ぶ
御
加
增
之
分
定
之
* 0
!:
相
渡
べ
し
。
其
年
之
暮
、
物
成
を
以
、
御
加
增 

之
高
、：；興
內
米
一
倍
出
可
申
事
'0
;.
:.

o
 

)

1

與
內
前
借
之
儀
ハ.

御
用
：ニ
て_

候
其
地
逗
留
之
日
數
、
斷
如I

:
並
道
中
往
來
之
駄
賃
旅
籠
、
御
知
行
高
定
之
通

.

相
積
ぅ
、
其
上
五
割
之
增
余
、
加
判
之
證
文」

1

添
判
ニ
而
、
.貸
渡
可
遺
候

0

惣
而
御
用
一

一

而
何
方
b

罷
越
：候
者
、
 

其
所
々
之
道.

程
：

H

數
相
定
候
駄
賃
旅
籠
之
積
1

以〜

：3£

割
增
金
之
外I

切

前

貸

餘

慶

不

可

相

渡

候

：。

f
e
s

次

第r

過
不
足
、
逐
勘
定
急
度
差5

；

證
文
早
速
引
替
可
ま
候
？
附

於

江

戶

，
月
，々
相
渡
候
、：
與
內
之
儀

' 

何
様
之
所
有 

之
候
^

名

、
相
定
之
外
前
貸
に

.I

切

相

渡

申

間

敷

候
。

.：：

(

中
略)

.. 

'

遠
國
近
國
共
二
自
分
用
事
二
而
罷
越
候
者
暇
被
下
置
日
數
之
內
、
江
戶
與
內
勿
論
道
中
駄
賃
旅
籠
受
取
申
間
敷
事
。
 

右
與
內
渡
方
之
儀
、
近
來
斯
金
斯
鈒
出
來.
、
兩
替
等
、
高
下
有
之
殊
ニ
諸
品
高
直
に
而
、.十
七
年
以
前
赏
年
相
改 

.

傲
積

.

二
も
相
違
、：
大
分
渡
方
不
足
仕
、
御
家
中
之
面
々
、
及
難
儀
ニ
付
、
此
度
御
組
頭
御
小
姓
頭
之
者
共
申
出
、
以 

御
意
、_

古
例
之
通
、
，鄕
中
晝
步
米
申
下
、
尤
被
下
置
候
御
知
行
之
内
Z

高

百

石

一

一

付

五

：
俵

.

ッ
、
の
出
米
ヾ」

も
ユ
都 

合
致
し
、
與
內
御
役
人
も
：兩
人
ッ
、
被
仰
付
、
惣

與

內

之

儀

、今
度
別
而
御
組
頭
御
小
姓
親
支
配
〒
被
仰
付
候
。
 

依
之
、
考
古
法
定
相
改
候
。
自
今
以
後
、
此
定
之
通
可
相
渡
候
。
惣
而
面
々
江
戶
勤
赉
候
外
、
致
諸
職
之
者
、
或 

ば
何
樣
之
御
泰
公
道.

ニ
而7

P
、

相
定
之
外
、.

增
與
內」

切
相
渡
中_

_

,

«

內
余
勘
定
之
儀
、
庄
內
ょ
ぅ
與
內 

金
爲
登
、
證
文
を
以
、
元
々
相
立
、.

r

ヶ
年
切
、
於
御
勘
定
所
、
勘
定
仕
、
殘
金
等
迄
相
改
"
右
勘
定
帳
一
册
は
、
 

御
勘
定
所
b

相
納
、
：
一
帳
は
莊
內
之
與
內
御
役
人
^

指
下
可
申
候
。
以
上
。'

し
：

:

IE
德

四

年

午

三

月

朔

日：

土

屋

渡

留

大

熊

三

郞

右

衛

門

中

世
*
甚

平

：小
塚
半
兵
衛
、.

ヾ
 

右
四
人
之
者
與
內
相
積
申
候
。

; :,

単

見

，
'
.
-
外

記

印

 

水
.
野
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.
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内
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內
刺
度
に
就
い
て 

笫
十
號
一
一
一
八

末

松

吉

左

衛

門

m 

'
ベ

以

下

略〕

^

あ
る
办
で
フ
な
か
く
嚴
格
な
組
織
で
あ
つ
だ
ら
し
い
デ
尙
ほ
右
の
記
錄
中
、
玆
R

注
意
す
ベ
&

は
、

與
內
渡
方
之
儀——

諸
品
高
直
〒
而
、
十
七
年
以
前
寅
年
相
改
候
積
ニ
も
相
違
、
大
分
渡
方
不
足
仕
、
御
家
中
之 

而
々
、：

及
雛
儀」

I.

付
、.——

以
御
意
、
古
例
之
通
、
鄕
中
瓷
步
米
申
下
、

I

 

の
項
で
あ
る
。.「

鄉
中
蜜
步
来」

ビ
は
、『

華
竹
志』

^

あ
'
0:

た
、
元
和
九
年
^

定.

め
ら
れ
た
、「

與
內
米\

鄕

中

^

壹
步
ッ 

、
出
米」

云
々
の

’こ
ど
で
あ
&

ぅ
S

思
ふ
が
、
若
し
左
檬
で
あ
る
，

V
J

す
れ
ば
、
彼
の
鄕
中
聋
步
米
ょ
6

藩
士
與
內
米 

へ
の
振
替
代
納
は
、

I

時
中
止
^

れ
て
あ
つ
た
0

が
、，
疋
德
四
年
^

楫

び

始

め

ら

れ

た

も

の

で

は

無

い

か
(£
い
ふ
疑 

ひ
も
起
る
の
で
あ
る
o

:

.

次
^

此
の
與
內
米
は
如
何
ぬ
保
管
し
て
居.

つ
た
か
ビ.S

ふ
に
、
：藩.
廳
の
倉
庫
に
貯
藏
し
そ
厨
0

た

V
J

見
え
る
。
尤 

も
數
十
年
來
の
與
內
米
の
殘
覬
を
貯
藏
む
て
置S

:

た
^

の
で
な
く

,
其
年
-
—

-

^

計
箅
し
て
.其

の

殘

額

を

其

年

の

產 

米
ヤ
貯
藏
し
た
も
の
か
ど
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
：、
是
等
R

就

S

て
の
文
献
は
私
は
未
^

T

覽
し
なs

の
で
S '
6 

か
ら
、
確
然
ビ
は
ま
し
難S

。
.

藩
廳
の
倉
庫
で
保
管
し
て
居
0 -

た
どS

ふ
證
據
ば
、
次
忆
提
げ
る
資
料
^
明
か
で
ぁ

(

前
略)

1

酒
田
御
藏
、
有
ソ
米
御
用
懸
リ
之
面
々
被_

聞
候
メ
、
酒
田
御
藏
役
、
當
ニ
十
四H

 

l
i

惣
有
米
相
改
候
、
奮

六
 

千
四
西
三
拾
八
侬
佘
有
之
甶
、
此
米
を
贰
割
米
或

.
<

典
|
:

加
幷
沖
出
共

|
1
、
都
而
此
內
ぶ
出
候
よ
し」

I:

御
座
候
得

共

、.
：
脒

之

外

御

来

不

足-1.

御

座

候

、

鄕

中

漭

徘

も

最

皁

用
a

切

候

體

に

御

座

候

、

當

新

米

渚

間

七

月

二

十

H
頃
ニ 

茂

出

可

.*
哉

ビ.
風

說

申

候

間

、

i

、ノ
如

何

變

茂

可

：之

哉

氣

遣4

存

候

、

失

故

御

金

才

覺

等

之

儀

者

勿

論

之

儀

、
 

各

機

御

登

：前

ょ

办

ハ

御

：手

支

の

の

ミ
.
二
御
座
候
間
？
此
旨
委
爾
殿
糠

b
可

被

仰

上

候

。

以

上

。

:

六
月
ニ
十
九.
日{|選

 

松
平
權
右
衛
門

.

:

石
原
平
右
衛
門

,
■

,

.

.

.
加
藤
大

 

ニ

松
：' 

平

：
內

；
勝

.：糠
 

:

酒

：井

诗

之

允

糠:
. 

■

-

.

 

:

.

'
'

 

,

 

:
■

.

即

ち

酒

田

御

藏

v

は
、.
今

の

山

形

縣

酒

田

港

に

設

て

；あ
，っ

.

た
。

'
莊
內
藩
廳
の
貢
米
納
入
保
管
倉
庫
の
事
で
あ
る
。
因 

R

現
冷
も
莊
內
人
中
に
オ
ク
：ラ
ビ
稱
へ
て
居
る
人V

か
：あ

る

、

之

は

酒

田

港

の

三

居

倉

雕

(

酒
田
米
穀
取
引
所
附
燭)

 

の
事
で
、
莊
內
藩
時
代
の
倉
庫
ズ
は
位
臂
違
ひ

;-
\.

組
織
制
度
も
表
面
»

全
く
變
っV

居
る
の
で
あ
る
が
、
其
係
の 

人
々
の
主
な
る
所
^

は
舊
藩
士
の
子
孫
が
多
い
の
ど
、
米
を
吟
味
す
る
其
の
精
神
は
、.「

不
疋」

を
第
一
^
嫌
む
ど
い
 

ふ
の
k

あ
る

‘
か
らr

,
傅
統
的
^

舊
藩
時
代
の
影
響
が
存
：つ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
ど
之
に
關
係
あ
る
人
々
は 

勿
論
、'.

:直

楼

關

係

；な

ィ̂
ネ
、
御
藏
ど
：稱
へ
て
居
る.
0.

で
あ
る
。
此
の
オ
ク
ラ
の
聲
を
聞
く
度
に
、
私

は一

種
の
懷 

し
味
が
闽
て
來
る
の
で
、
嬉
し

‘
い
言
葉
の
；1,

:
ど
し
て
聞
い
て
居
名
>

^

次
k

、
江
月
で
■使

用

し

た

與

两

金

は

：何
程
で
：あ
っ

: #

か
'

ネ
に
；、
"

手

元
^

あ

る

文

政

十

ニ‘

三

年

の

記

錄̂

は
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

' 

.

第)一
T
V

五

卷

0
1

.

五
四
一)

.

邪
內
藩
.め
與
內
#

度
に
：就
い
.

‘

て.

 

第
十
號
，

一

ニ
^



■部
ナ11,

五
.卷

C
1

五
四
5

卵
，內
藩
'の；與
內
御
度
.に
就
：い
て

■

江

月

惣

御

入

用

，
；

.文

政

十

二

，
年
*

年

、
，文
政
十
三
：年

寅

三

月
.'
:

.

1

金

一
萬
四
千
六
百

u

十
四
兩
，1

步
一
匁
五
座

.

.

御
雜
用
金
子
□
ロ
一 

。內
千

一 :
昏
四
十
七
兩
余

.
■

若
殿
樣
表
拂

：

, /

:

內

一

蹲

千

三

百

ニ

雨

ニ

步

ー

ニ

朱

：

御

雜

用

御

積

伞

；
ぺ 

'

.

§

ー
百
八
十
ー
兩
ー
步
ー
ー
朱
. ;

文
化
十
辰
年
^

御
入
用
御

ロ

少

、
年
々
御
貯
金
^
可
相
納
分

.
■
內

三

千

三

西

ニ

十

r

兩
余 

内
千
六
百
四
十
四
兩
佘 

:
內
千
六
瓦
七
十
七
兩
佘 

1

金
ニ
千
四
1

七

十

六

兩

ー

一

步

余 

內
ニ
西
八
十
九
兩
三
步
余 

內
千
七
瓦
十
雨 

內
七
百
十
六
兩
佘 

內
ニ
百
三
十
四
兩
佘 

內
四
百
八
十
ニ
兩
佘 

1

金

六

千

七

十

四

兩

余
'

內
五
百
三
十
兩
ニ
步
余

，御
不
足
金
：

御
滯
府
.
二
：'付
御
入
增 

御
常
用
爲
增 

與
內
金

'

若
殿
樣
表
拂 

與
內
御
積
金 

御
不
足
金 

御
滯
府

1

一
付 

米
價
高
直
二
付 

御
扶
持
金 

若
殿
様
表
拂

mi

I
小
以
金

M

千
百
— ■■美•

五
雨
十
一

奴
七.
分
八
厘

內

一

萬
七
千
四
百
三
南.H

步

ニ

朱

此

御

雜

用

與

！：

御
抉
持
御
稹
金 

內
五
千
七
耳
二
十一

兩

佘

，右
御
積
金
之
外
御
久
增 

內
ニ
千
三
瓦
十
四
兩
佘 

御
滯
府
llft.
'

內
三
千
四
百
六
兩
佘
• 

来
惧
高
直
二
付.
.

ど
あ
る
？
即

ち一

金
威
千
四
西
威
枪
六
兩
ニ
步
余
^

上
ぅ
、
其
內
金
七
百
十
六
兩
佘
も
不
足
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
 

尙
ほ
社
の
藩I™

-

階
級
■
の
與
內
依
度
は
a

芦
上
下
の
如
さ
時
の
み.

で
な
く
、
火
災
水
雛
の
時
は
勿
論

'
、
其
他
不
時
.の
物 

入
k

も
下
戾
ず
事
が
出
來
た
も
の
で
あ
る
ど
去.
ふ
話.

で
あ
る
が
、
此
等
k

關
す
る
文
軟
は
手
元
^
な
い
か
ら
發
見
次 

第
追
て
揭
げ
る
事
に
し
て
、
農
民
階
級
の
制
度
に
ぅ
つ
る
事
^

す
る
。：

溢.
谷
光
敏
の『

茈
內
'沿
革
誌』

に
、

：

田
地
は
賣
賈
を
翁
す
る
ど
雖
も
、
貧
窮
の
者
は
假
令
は
壹
反
步
の
田
地
を
有
す
る
も
..の
®
献
?:
殘
し
て
九
：

g

步
を 

賣
却
し
、
而
し
て
其
九
献
步
に
於
て
負
擔
す
へ
さ.
祖
.稅
2:
殘
る
蜜
歃
步
^
於
て.
負
檐
す
る
の
約
を
以
て
す
、
故
に 

倍
々
貧
窮
た
陷
れ
々
。
侬
て
其
壹
献
步
の
田
地
を
藩
廳
^
於
て
該
村
^
維
持
せ
し
め
、1

兀
壹
反
步
ょ
6
得
るw

均 

し
含
米
を
特
に
藩.
廳
ょ
6
該.
村
へ
給
與
し
、
之
れ
を
高.
掛
，難
，！
^

ど
云
ふ
、
而
し
て
該
田
地
は」

兀
地
主
を
し
て
小 

-
作
せ
し
め
、:
質
入
等
爲
す
を
禁
ず
。
：

/
:
'

■
:

I

る
。
此
項
は
文
面
判
然
し
ば
い
所
I

る
が
、'
農
村
欠
は「

織
*
聋
步
與
內
米」

の
外
に「

高
掛
與
內
米」

ど
：い
ぶ 

制
度
が
あ.
る
事
が
判
：つ.
だ

尙

又

"
T
W;
姓
さ
せ
'b

草』

に

據

れ

咤

：

:

第
二
七
五
畚
2'
界四 .：

三.〕
：

薄

：藩
の#
a
制
：度
^
就
い.
て

•，
•『

を

一

三

，



第u

十

五

卷

a

五
四
四〕

莊
内
藩
め
與
內
制
度
に
就
、い
て
： 

笫
十
號
r 

j

s

u

'

寬
政
七
卯
年
御
改
革
？
成
て
、
' 

舊
借
不
納
御
.貸
物
へ
ニ「

而
繕
a

置
し
分
は
被
下
ビ
成
し
、
然

れ

輯

役

所

彳

借

入
 

'

引
掄
一
一
成
し
雛
& ;

分

：
織
^

利
来
丈
其
«

、.
組
與
內」

ー̂
'
;

成

、
瘠

主
^

誠
聊
吖
取
立
も
4 ;

々
：取
±

る
事
ど
成
、
文 

政
屮
迄
御
钜
貢
は
安
&

_

也
し
に
、
其
後
追
々
の
凶
作」

I

而
借
物
多
さ
初
ど
成
6

g

、
然
れ
共
又
天
®

i

保
十 

亥
年
太
分
被
下
S

成
し
背
^ .

折
々
®

下
た
る
事
有
し
忙
や
I

:

..
:

:-
.

村
々
^ '

村
作
高
#

$

、
是.V

皆
激
高
也
。
潰
高
ど
咱
は
鳳
入
有
之
分
フ
賣
盡
し
、.

夫
淤
賢
物
5:
-
以

取

續

ノ

能

々

致
 

方
無
之
時
”r

潰
〒
相
成
候
事
ニ
而
、
其
：も
の
、
持
高
御
敗
上
：ヶ
、
村
作
〒
相
成
候
，。
此
年
貢
不
足
、
從
上
、
忖
荒 

御
手

'
擬
を
以
、
御

5!

被
下
貸
物
元
利
不
殘
村
與
內
、'
其

身

は

川

北

御

追

放

、

家

内

は

親

類

ね

引

取

'、
家
財
雜
具
は 

村
方
(^

取
上
、
享
保
卡
九
货
十
ニ
月
幕
野
內
彌
右
衛
門
川
北
追
放〉

I

'
然
>
R
其
後
御
勝
手
御
歷
i
i
i# :
y
追
々
#.
荒
御
手
擬
御
減
少
被
仰
付
、
种
！：辦

|>
云

物
、
御
瓦
姓
持
高
幷
入 

作
高
ゎ
過
分
一「

懸
るv

有
、
、御
改
革
之
度
御
穽
駿
之
41
、.
入
作
ね
：：̂
|
|

^
被
仰
#
、
組
々
寄
、1

爾
も
有
、
然 

..
れ
‘
も
大
方
は
螢
割一 .1

一
步
一r

被
仰
#-
是
を
以
、
村
作
#]
):E

地
不
足
米
御
手
擬
被
下
、
、追
♦
主
付
ど
成
ゲ
。
：村
作
之

:
唱
ヘ
今
は
な
し 
o 

'
/ :

:
;:
|

1

 

.

V
.

V
 

、

——

元
は
中
州
^
櫛
引
ば一

御
郡
下
ニ
而
中
川
は_

膂
請
少
、
櫛
引
は
御
普
請
多
け
れ
は
、

一

御
郡
下
ニ
而
組
命 

故
補
a
來
4
し
に
？
'ザ
組
宛
引
分
れ
け
れ

、ノ

、
由
肌
ニ
は
浞
ミ
出
、
櫛
引
ニ
は
不
足
立
、
其
後
中
川
み
瓷
馮
人
ッ 

ヽ
搬
引
b
定
典S

も
し
つ
れ
ど
も
中
々
櫛
引
1|.
て
可»
機
>:
な
く
：|

j

御
上
え
指
上
高
二
# |
1

«

候
、
村
役
人
支
配
い
；た_
し
^

^

ホ
#

0 ,
>
御
田
地
不
持
も
の
二
表
田
渡
二
作
ら
せ
中 

候
。'.

:

是
は
#

作
不
主
付
以
前
は
、
#

役
人
取
极
、
尤
御
改
革
以
前
は
村
役
人
限
之
取
計i
j

付
、
多
く
の
內
-1,

は
不
來

成
事
も
有
し
：に
や
、
不
弁
。
御
改
革
以
來
田
地
之
善
惡
一
一
寄
、
' 

不
足
米
嚴
密
ニ
吟
味
有
て
、
御
手
常
米
之
高
定
り
、

瓷
割
三
步
又
組
士

1

ょ

割

與

杓

米

夂

被

下

、其
後
成
は
御
田
地
? :

以
、
御
添
被
下
し
組
も
有
ぅ
て
皆
、
主
付
。

常
時
村
作
な
洽
事
前
^
も
記
し
ぬ
へ 

の
項
k
あ

る

如

く

、

「

組

與

：
內

」「

村

與

內

し

「

作

顧

興

內

」「

定

典

內

し

等

W
S
.

ふ
名
稱
も
あ
つ
た
ど
見
え
る
の
だ
が「

組 

與
內
^
ど
っ
村
與
內
し
ど
は
總
括
的
な
名
稱
で
大
傭
同
じ
事
で
あ
る
や
ぅ
で
あ
^
^
作̂
德
與
內」

「

高
褂
與
內」
ビ

「

鄕 

中

登

步

與

內

：」
：

の

三

：
つ

は

.
各
異
つ
て
：は
居
る
务
の
：'

何
れ
4

「

組
與
內」

の
一
種
で
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
而
し
て 

「

定
與
內
‘

」

ど
は
、
每
年
定.
つ
た
與
內
米
を
納
め
る
村
{<
:
の
み
あ
つ
た.
名
稱
で
は
あ
る
が
、
之
も
總
括
的
な「

組
與
內」
 

の
.內
に
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
ビ
考
へ
ら
れ
る
レ
然
は
實
際
^
農
村
か
ら
納
め
ら
れ
る
興
內
米
は
何
程
の
割
合
で
あ 

る
か
ど
云
ふ
に
、『

鼠
ヶ
關
大
庄.
屋
日.
記』

^
據
れ
ば
、
 

，
.：，

:

贪
物
成
請
取
申
事

/

.
: 

.

高
五
拾
俵 

平
^

取
来

1

米
戴
俵
成
斗 

與
內 

.

1

同
四
拾
六
俵
、.

， 

山
濱 

- 

'

大
豆
壹
俵
*
斗
： 

山
濱 

小

以
.

殘
.而
六
俵
三
斗
贰
升
六
合
五
勺
；

笫
ニ
十
五
卷(

一

五
四
五)

卯
内
藩
め
與
闪
制
度
に
就
い
て 

第
十
號 

一I



■:
#u.
ir.

:r.
卷

.(

-
ー'7?
¥
六0

.3
1
內
藩.
'の^
内
制
度
：
.
に
就..
い
..て 

第
十
淑.
：
.

1.

三
四.

.

右
泛
狐
_

渡
々
序
様

11'

御
裏
判
可
被
下
候
。
以

上
:0
:

ぺ_

ニ

月
：. 

■
.

佐
藤
：喜三

.

郞

：

,

御
.
'
.郡
.

:

代

'

所

…
.

：

S

あ
る
。

'
即
ち
五
拾
俵
の
納
米
の
內
贰
俵
贰
斗
で
あ
っ
た
。
尙
ほ
此
のr

鼠

ヶ
關
大
庄
屋
日
記』

に
は
左
の
記
事
-か
載 

っ-
て.
g

る
:"

山

濱

御

擎

代
®

麵
u

r

n
力)

子
納
米
贰
俵
三
斗
，九
升
七
合
五
勺 

納
四
斗
入

右
者
鼠
ヶ
，關
村
下
敷
幷
與
的
米
候
間
佐
藤
喜
三
郞
方
へ
相
渡
、
追
而
下
敷
勘
定
可
相
立
候
。
以
上
。

子C.:

孕
保
卡
§
}
十
ニ
刀
十
四
ー
日
へ
 

久
右
衛
pr
J

,

• 

.  

坂
..之

助
,

(

山
崎
力〕

你
又
、
加
藤
芷
從
の
'

『

雞
肋
篇』

に
は
、

.

山
館
組
酉
-
成
ヶ
拂
御
勘
窀
目
錄 

，

,

.

(

前
略〕

.

米
五
西
五
拾
四
表
三
斗
八
升
五
合
六
勺
:

鄕
家
中
^

割
御
賣
#

» 0
|

2
共
'
.

內
五
拾
九
表
兰
斗
八
升
.五

合

六

勺_

« 0

办 

.同
贰
百
五
拾
表
バ 

、
御
中
®

分
！
；！

：

米

之

由
.

■■.
同
百
三
拾
表5

.:

.

.

飛
-
御
寶
付

(

以
下
略

)

ど
い
ふ
記
事
來

.
載
つ.
て
居
る
0
尙
又
*
同
書
^
は
、
.

:  

'牛
之
助
樣
御
用
米
之
事 

一
米
三
百
侬
は
：
 

：

山

濱

納

目

斗

入.

右
之
御
米
當
七
ッ
御
藏
ニ
.
而
相
渡
^
様
一
一
御
裏
判
可
被
下
、
來
泰
於
酒
田
爲
替
米
餘
度
返
濟
可
仕
候
。
以
上
。

'

'
亥
九
月
士
音

：..  

s
d 

■

:

-

中，村
七
兵
衛
殿

.
安
藤
定

;•

右

.門

殿
.

_

:

:
武
：山
：勘

兵

衛

殿

：’
、 

：

、

(

中略

)

.
ノ

渡
办
九
月 

3

入)

ー
贰
番
渡
办
百
右

.—1 :

六
拾
俵
宛

'
'
.
.

此

內

二

而

S
人〕

.

十.
月.

■. 

.

.

.

'

'

1

三
番
渡
办
宵
石
ラ
八
拾
表
宛

此 
c
H
ff
l
”
：：.
::/''

(

虫
人)

第1
1

ナ
苏
卷
，

-
(， 1

:艽
四
七

)
>

:

卯
內
藩
：の
與
內
制
度
に
就
い
て 

第
十號

.
"

l

:
s五



.
,
.

證

十

義

o

m

四
：八〕

'_

内
藩
雇
；內
制
度s

.い
て 

•笨

號

t

s

ハ
 

\

、
‘

'

■

J

四

番

渡

ネ

百

石

百

表

宛
.

‘ 

.

へ
此
：
內

：
二
：
而

與

內

大

豆

S

6

.

也
し
極
月
朔
日
★

渡
う
、

士
い
ふ
記
事
ネ
載
て
居
る
。
而
し
て
同
書
^
は
與
阢
米
の
爲
に
農
民
が
困
窮
し
て
來
た
|2
'

薪
ネ
見
ぇ
て
居
る
。
叩
ち

- 

.

左 
k

、

''
:

:

;:」

,
.

■

;

 

: 

- 

..

:

«
徙
目
付
片
榈
甚
左
衛
門
差
出
候
書
付

- 

■ 

.
:
:
'€• 

'
|

「

 

'

I

〕

.

.

一へ 

一

御
西
姓
之
儀
U

侬
恬
®

# 4

無
之
ニ
御
岭
味
之
上_

_

少
々
之
米
金
重
う
不
作
^

罷
成
う
御
瓦
姓
つ
ぶ
れ
候
へ

,
、

其
跡
.土
殘
グ
御
百
姓
：

へ
！
；
!
：

1
1
か
け
段
々
跡
々
つ
ぶ
れ
申
ニ
付
I

 

(

下
略

)

，

'

-
‘

元
祿
十
五

年
牛

之
九
月 

上
御
步
行
橫

目 

右
十
ヶ
條
、
.未

產

月

十

七

日
：i

土
f

於
 

_

ど
あ
る
が
、
名
君
で
あ
つ
た
酒
井
左
衛
門
崩
忠
德
の
：時
代
^

な
る
ど
、

.
此
の
村
與
內
米
の
制
度
改
正
に
據
つ
て
、
'

, 1 

々
の
救
濟
事
業
が
.行
れ
.た
。.
先
づ
&

井
^ :

行
の
寬
政
八
年『

改
革
意
見
書』

に
、

乳
方
#

田
^
.
.

善
^

有
|掀
の
.者
^

持
^

相
成
候
分
夥
敷
事
に
て
、
鄕
方
へ
取
返
事
急
^

は
雛
相
成
義
ど
舉
杯
候
。

一
 

御
代
1

意
*

聞
候
者
、
入
作
の
分
、
作
#

米

益

墨

、
f «
o

l

:^ o

相
置
•
&
度
候
、
是

迄も
!
； !

：

有

之

候

へ
f

、

今
度
御
改
苹
k

は
諸
品
物
等
相
減
#

k
 
.
付
、
尙
又
吟
味
の
上
、申
達
、
右
與
內
米
を
以
、
總
御
田
地
«

持
の
者
、
相 

救
候
得
ば
、
狻
賣
の
御
田
地
、
鄕
方
，へ
返
う
候
同
様
^
御
座
候
旨
印
聞
候
、
，——

接
賣
之
御
田
地
、
袠
向
に
相
成 

候
#

者
、.
御
取
上
の.

御
法
故
、
少
々
の
義
は
不
構
可
仕
筋
ど
奉
存
候)

與
內
之
事
^

仕
候
得
者
、
先
早
速
諸
事
相

• 

片
付
、
當
牟
相
應
の
作
合
^

御
座
候
は
\:

、
鄕
方
安
堵
可
仕
候
間
、一

^

史
學
一
ハ
の
！
！
、
拙
稿

『

泗
井
忠
德
施
政
資
料
_

照)

ざ
あ
る
如
く
、
此
の
意
見
書
^

準
し
て
藩
政
を
治
め
ら
れ
た
の
で
、
農
民
も
藩
の
財
政
本
豐
^

な
つ
た
の
で
あ
つ
た 

か
ら
、
鳥
海
山
の
大
噴
火
の
爲
R

大
地
震
が
起
う
"

其
の
：被
害
地
の.

農
民
を
救
濟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
非
常
時
に 

際
し
て
も
、其
地
の
藩
庫
^

現
米
四
千
余
俵
本
貯
藏
し
て
居
つ
た
か
ら
、
逋
に
被
害
者
を
救
濟
す
る.

事
が
出
來
た
。
此 

時
の
狀
況
を
石
原
重
俊
氏
の『

課
訪
部
權
三
郞
君
の
事
歷
泛
據
れ
ば
、
へ

：

.
文
fc
元
の
六
月
四
日
夜
十
時
、.
鳥
海
山
に
一
大
鳴
動
の
起
る
ビ
共
に
、
ミ
、
を
中
心
ど
し
て
大
地
を
震
すNIV

」

方 

數
十
里
、——

—

:
;

ノ
'.
:
.— 

-

'

:

'

:

:

.

:

. '

同
月.
ニ
十
七
日
大
雨
が
あ
つ
て
其
都
度
洪
水
氾
濫
、
田
畑
を
浸
し
泥
海
^
化
し
た
。

.

★

北(

山
形
縣
飽
海
郡〕

田
畑
損
海
高 

:

:

七

萬

四

千

五

十

五

：石

餘

.

:プ

內
.

四
萬
：七
千
六
百
七
十
三
：石

餘

地

震
.
'.

內
' 

ニ

萬

六

千

三

百

八

十

.ニ

石

餘

出

水

，

慘
害
此
の
如
く
饑
餓
刻
々
相
迫
う
、
人
心
亦
動
搖
し
，て
备
:0
停.
止
す
る
ズ
こ
：ろ
を
知-
ら
な
か
つ
た
が
、
時
の
藩
主 

，
は
名
游
の
M
井
忠
德
公.
で
あ.
り
、：
代
宵
は
良
牧
の
■
訪

部

權

三

鄭

游

で

あ

つ

た

の

：
で
，
、
，
幸

^
玆

^「

大

安

塔

の

途

笫
ニ
十
五
■卷

C
1

:

五
四九

； }

茆
內
藩
の
與
內
制
度
に
就
，
ぃ
て

 

笫

十

號

.I
n
:.

七
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い
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第
卜
ぶ 

一
ー
ニ\

.

が
1 4
發
ら
^
:
た

I

諷
訪
窗
氏
が
相
役
の
渡
®

藤
四
郞
氏
ど
共
に
雛
を
胃
し
て
石
a

村
^

來
着
さ
れ
た
の
は
八 

E
 
^
事

で

植

る

べ

さ

家

名

な

か

つ

た

の

で

、
掛
小
屋
を
假
役
所
^

し

て

直{(
:

納

方

手

代2:
各
村
^

派
し
て
、

^
 

民
を
諭
さ
し
め
躬
ら
實
狀
を
見
る
.に
ニ
片
の
諭
辭
ょ
く
狂
亂
の
A

心
を
靜
止
す
べ
く
も
な
か
つ
た
0

是
こ
>
、
て
君 

は
請
を
藩
府
に
待
.っ

，
て

徙

ら^

時
0
を
經
過
せ
ば
、
時
局
は
遂
に
收
集
す
べ
か
ら
さ
る
^

至
る
を
慮
々
、
自
ら
深
く 

決
意
す
る
ミ
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
他
日
の
咎
は
屠
腹
し
て
謝
せ
ん
の
み
^

、
.相
役
の
怪
む
S

乙
ろ
を
も
顧
み
ず
、
ぶ 

斷

鄕
藏
數
庫
を
開S
て
現
米
四
千
二
十
ニ
俵
を
災
民
に
貸
與
し
て
、

I

時
の
念
■

て
、
自
ら
は
村
史
を
督
し
て 

災
民
.を
#

撫
獎
勵
し
、
靈
害
の
作
毛
^

至
る
迄
て
に
手
入
を
施
^

し
め
た
。

こ

於

て

各

*
饑
餓
を
脱

か
れ
K

く 

流
離
の
念
を
た
，ち
、
人
心
靜
穩
の
緖
に
っ
い
た
。

こ
の
年
秋
に
至
る
爻
で
の
間
に
、
先
に
貸
與
3
れ
た
四
千
餘
表
は 

救
恤
米
マj

し
て
下
3
れ
切
6
の
事
ど
：な
っ
た
。
外
に
痛
米
ニ
百
四
俵
.は
、吹
沛
龃
—

四
十
一
俵—

北
目
村_

 ̂

k

救
與
^

れ
.

更

に

救

五

百

四

十

ニ

俵

~

_

?:
脤

給

せ

ら

れ

、
罹

災

民

の

家

作

金

^

し
て
一
戶
金
一
雨
二
三
分
宛
、
 

千
七
W
 
二
十
三
兩
H

步
を
無
利
息
十
'ヶ
年
賦
^

貸
下
げ
ら
れ
、
腮
死
人
百
九
人
家
內
ヘ
は
一
人
^

っ
き
白
米
ニ
俵 

{
札
下
^

れ

、
遺

象

に

は一

人
^

っ
さ
白
米
ニ
合
宛
十
ほ
分
下
^

れ

た

。
か
く
て
復
舊
の
實
は
擧C

V
、

收
獲
ま
た
六 

分
を
し
め
た
。

.

.(

吾
が
恥
內
ニ
七) 

墓

る

。
尤
も
救
濟
米
全
部
が
與
內
米
で
あ
^

ど
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
內
幾
割
は
必
ず
あ
っ
た
こ
ど
は
疑
は
な
い
。
 

農
民
化
襴
す
る
資
料
は
之
で
止
め
、
町
象
化
關
哼
る
資
料
を
揭
け
た
い
の
で
あ
る
が
、
其
の
文
献
は
全
く
無S

ど
い 

ふ
て
も
ょS

.

位
の
も
の
で
、
，
今

、
私
の
手
元
I

I

の
は
、
次
の
一
.項

の

.み

で

あ

る

の

は

窗

遺

慽

な

I

で
あ 

る\

 

.荷
ほ
茲
仪
注
意
す
ベ
さ
は
、:
武
士
ご
農
民
：の
與
內
制
鹿
：は
、
；米
を
甚
礎
ど
し
て
ぁ
っ
た
が
、
町
家
は
来
で
な
く
、

金
で
あ
つ
た
事
で
あ
气

=:

先
迄
御
域
下
、.
町
方
御
郡
役
、
御
町
用
金
以
利

足
、
與
內
來
候
處
、
次
第
へ
に
脫
力

〕

貸
つ
ぶ
れ
候
ニ

付
、
古
來
通
、

憲
法
割
當
ユ
相
成
中
候
。

(

l l
i

l

^

K

s

i

、

)

 

- 

•

遥
は
餘
談
R

衣.

々
が
、.

明
治
維
新
の
：際
に
、
酒
井
侯
が
磐
城
國
平
へ..
轉
封
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
七
拾
越
を
献
金
す 

る
事.

^

な
つ
て
、
此
の
轉
封
命
は
中
业
に
な
つ
た
0

此
頃
、
新
政
府
は
、
兆
內
藩
廳
の
倉
庫
に
殘
？

ゐ
た
米
榖
5:
、
 

是
は
罾9

,

所
有
物
で
あ
つ
た
か
ら
、

||
$

の
新
政
府
次
引
渡
す
の
が
#

然
で
あ
るv

云
ふ
說.

で
あ
つ
た
さ
う
だ

、
e
z 

で
1

內
藩
の
背
善
■太
右
衛
門
實
秀
は
、
大
隈
重
信
^

訪
れ
：て
日
く
、

「

f
fi
內
藩
民
は
、
天
子
様
の
御
命
令
で
あ
る
な
ら 

ば
、'
往
命
を
4

献
上
る
の
を

本
分
S

心
：得

て

居

る

か

ら

、
藩

庫
^

殘

つV

ゐ
，ふ

與

內

米

等

は

、
御

命

令

あ

る

S

で
も 

な
く
直
ぐ
も
献
上
る
事
を
ょ
く
心
得
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
聖
天
子
，樣
の
# )

威
光
あ
る
^
政
府
ど
も
あ
ら
う
も
の
が 

僅
の
與
内
米
等
の
殘
米
ま
で
無
理

‘く
沒
收
す
る
ビ
は
あ
ま
ク
に
情
け
な
5,

無
慈
悲
め
仕
方
で
は
な
い
か
、
丸
で
赤 

坊
の
腕
を
鬼
が
捩
上
る
や
う
な
も
の
で
、
大
丈
夫
の
す
べ
さ
事
で
は
なs

で
は
な
い.
か

、
此

所

ょ

ろ

し

く

，聖
天
子
榇
の 

御
慈
悲
V
J

垂
れ
給
a

、
御
烕
光
の
あ
る
所
を
翦
丧
に
御
示
し
下
3

る
や
う
^

御
取
极
ひ
な
3

れ
て
ば
如
何
で
す
か
、
 

即
ち
僅
の
與
內
米
等
^

は
眼
を
く
れ
ず
^

、
郝
內
藩
民
へ
其
儘
に
御
下.

烟
な
：さ
れ
る.

や
う
御
取
扱
な
3

れ
て
_
は
如
何 

で
す
か
、.
：與
內
米
等
の
殘
米
全
部
を
も
聖
天
子
様
•
か
ら
御
下.S

ど
い
ふ
讓
^

な
つ
た
な.

ら

ば

、
_

内

藩

民

は

大

旱

の 

雲
霓
を
望
ひ
が
如
く
、
聖
天
子
様
の
御
威
光
ビ
御
慈
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